
総合的な学習の時間 「研究の方法を学ぶ」

■２年 課題研究 ： 課題発見を学ぶ

（１）概要

中学校・高等学校６カ年の学習の第２段階である中学校２年生の総合的な学習「課題発見を学ぶ」

では，「環境」にフォーカスして地域に課題をみつけ，解決する方策を提案する取り組みを行う。グ

ローバルな社会や持続可能な社会づくりに関わる課題は数多く存在するが，中でも「環境」の問題は，

身近（ローカル）な問題と，地球規模（グローバル）での問題を複合的に関連づけて追及することな

しには，解決への筋道は見えてこない。一般的に「環境」という場合は，人間を取り巻く「外的環境」

を意味するが，そこから最終的に大きな影響を受けるのは人間自身である。また人間の健康を，現在

と将来にわたって保持・増進するためには，「人間の体内環境（内的環境）」についての科学的な理

解とその内的環境を整えるためのライフスタイルの確立が必要不可欠である。これらのことを鑑み，

内容を「外的環境」と「内的環境」・さらに生活全般を見直すという観点からの「生活を見つめる」

という３分野に分化し学習をすすめていく。

「外的環境」では，水環境にスポットを当てて，pH や導電率，COD や水中の窒素量といった水に関
するデータを測定する方法や技能を身につけながら，科学的な思考のためのデータの信頼性や誤差に

ついて，体験を交えながら学習を進める。また，得られたデータを分析・整理し，地域の水環境が抱

える課題とその解決策について考察を行う。

「内的環境」は，身体の持つ恒常性によって最適な状態に維持されているが，これは，神経系・内

分泌系・免疫系の協働によるものであり，さらにこの三系統に大きく影響を与えるものは，個々人の

ライフスタイルである。これらの関係を総合的・多面的・複合的に理解し，生活の中にその獲得した

ものが生かせるようにしていくことが，この科目の要点である。

「生活を見つめる」では，自分の生活をターゲットとして，身近なところから持続可能な社会のた

めに何ができるのか，どのような行動が求められていくのかを科学的な根拠に基づいて意思決定し，

実践していく。

これら全ての内容を踏まえた上で，最終単元「課題発見を学ぶ」では，身のまわりの環境に関する

課題を生徒自身が発見し，それを解決する方策を提案できるようにしたい。このように意図的に仕

組んだ授業展開が，経験知の蓄積を促し，高次の知の総合化の可能性を高め，将来にわたって生き

て働く力を獲得するために必要な能力や態度の育成に寄与するものと考える。

（２）ねらいとする能力・態度

・環境を測定するための観察，実験などを行い，知識やデータの扱い方を身につけるとともに，内

容をクリティカルな視点で捉え，分析し判断していく能力。

・環境観測などをもとに地域を学び，地域に課題を見つけ解決する方策を提案することを通して，

複眼的見方や探求の方法，科学的思考力，読解力，判断力，まとめ方や表現力等を獲得する。

・個々の考えや力を，他者との交流や協力の中でよりよいものに昇華させることのできる，情報の

共有能力や発信能力。

・環境の維持，健康の維持等のために，他者や地域と有機的に連携できる態度や能力。

・自身が関わる地域や社会を維持発展させるための活動に積極的にかかわろうとする態度。

（３）授業展開及び教材の工夫

・教科横断的な教材を扱い，実験や測定の体験をもとに，データの収集，まとめ方，考察のしかた

といった基本的な技能や方法を課題に応じて体験させ，研究の手法を身につけさせる。

・身につけた技能や能力を生活の中で生かし，活用し，自分たちの生活を見つめ，科学的な根拠に

基づいて意思決定する体験を取り入れる。

・実験や測定を元に１人で考えた特徴的な事項を，グループの中で発表してみんなで共有し，みん

なで考えて深め，広げていく活動をおこなう。



・年度末に生徒各自が見つけた課題とその解決策についてのグループ発表を行い，それに対するデ

ィスカッションを行うことで，多面的な視点の獲得や情報発信力の向上を図る。

（４）年間指導計画 （70 時間扱い）

月 単元名 学習のテーマ・ねらい 学習の具体的な内容

４ ０．プロローグ ◎年間テーマの提示 ・環境と生活の関わりをテーマ
＜活動への意欲の喚起＞ に１年間の学習を進める

１．身のまわり ◎外的環境を客観的に捉える ・年間を通しておこなう環境観

の環境（外的 身のまわりの環境（特に水環境） 測の技能として，ｐＨメータ

環境）を捉え をデータとして捉える方法を学び， などの機器の使い方，データ

５ る 測定の練習を行う。 分析のしかたなどを習得する。

＜環境測定の技能＞

＜データの処理，分析＞

◎ｐＨとは（酸性物質の性質） ・酸性・中性・アルカリ性や導電

「実験 物質のｐＨを測定する」 率など，水環境を理解する上で

６ 「実験 水溶液をうすめると？」 必要となる，知識や測定技能を

習得させる。

◎導電率とは

「実験 食塩の粒を溶かしたときの ・測定データの信頼性や誤差につ

導電率の変化」 いても考察させる。

７ ◎水道水やミネラルウォーターの比較 ・世界を取り巻く水に関する問題

「実験 利き水といろいろな水の測定」 を，クリティカルな視点から考

察する。

◎芦田川水質調査 ・地域の河川である芦田川の水質

「実験 芦田川の川の水質を水源から について，pH，導電率の他に
河口まで調べよう」 パックテストなどで種々の値を

測定し，実態を把握する。

・結果をもとに水質悪化の原因に

ついて仮説をたて，資料やデー

タをもとに考察する。

◎身の回りの環境を考察する。 ・酸性雨や川の水質といった水環

＜課題の設定＞ 境のデータから読み取れる，地

＜課題の解決＞ 域環境の背景を考察する。

◎探究活動の発表，まとめの作業 ・探究活動のまとめをおこなう。

＜論理的な思考，総合的な判断＞

９ ２．生活をみつ ◎生活と環境

める ・環境問題に関する現状，および一つ ・それぞれの家庭での生活でどの

ひとつの家庭が環境に及ぼす影響が 位二酸化炭素を排出しているの

とても大きいということを知る。 かなど，具体的な数値を理解す

る。

◎調理と環境

・毎日の調理の方法を変化させること ・材料の準備，加熱，片づけなど

で環境への負荷が大きく減少するこ 様々な段階でどんなことができ

とを理解し，できることを考える。 るのかを資料を活用して班で話

し合う。



◎環境に配慮した調理実習 ・フードマイレージと旬の食品を

・環境に配慮するときと普通に調理す 調べ，環境に配慮した材料を選

るときでは環境への負荷がどの位違 ぶ。

うのかを比較し，環境に配慮した調 ・保温鍋を使って調理すると，通常

理を実行していこうという態度を身 の鍋を使ったときと加熱時間がど

につける。 の位異なるのかを計測する。

・節水に心がけるとどの位使用量

を抑えられるのかを計測する。

◎結果のまとめと発表 ・班ごとに，環境に配慮する調理

・調理実習の結果と気づきを班でま と普通の調理の違いがよくわか

とめて発表する。 るように工夫してまとめて発表

＜論理的な思考，総合的な判断＞ する。

◎これからの生活で実行すること ・実習で行ったことの中から自分

・生活をどのように変化させていき の生活で実行できることを見つ

たいのかを考える。 ける。

＜課題の設定＞

＜課題の解決＞

10 ３．人間の体内 ◎内容・見通しの提示

環境（内的環 ・生活習慣と内的環境の関係や，内 ・実験や調べ学習，発表を行い

境） 的環境が健康維持にどのように機 ながら多面的な視点で考察で

能しているかについて考察する。 きるよう学習をすすめる。

◎身体の「恒常性」と生活習慣との関 ・内分泌系，自律神経系，免疫系

係について の協働によって恒常性は維持さ

＜活動への意欲の喚起＞ れていることを理解する。

①健康と食につ ◎ＮＨＫビデオ「『食べる』の明日を ・「動物性脂肪・塩・砂糖摂取量

いて 考える」を視聴する。 の増加」が長寿社会を壊す仕

組みを理解し，「食べる」こと

の重要性を認識する。

②砂糖について ◎「甘み」に対する人類の熱望を様 ・調べ学習を織り交ぜながら，

々な角度から検討し『食べること』 糖質についての理解と課題意

11 の意味を考える。 識をまとめる。

◎糖質の基礎的な性質の理解。 ・様々な砂糖に触れ，臭い，味，

・様々なお砂糖に触れてみる。 手触りなどを確かめる。

・糖度を測る。 ・糖分の検査（糖度計），清涼飲

ジュース・果物・野菜について 料水からの糖分の抽出などの

＜調査方法の確立，実施＞ 実験や測定を行い考察する。・

よく食べるおやつに含まれて

いる砂糖の摂取量を調べる。・

◎砂糖とどのように関わるか 砂糖の学習から，感じたこと，

・砂糖の疑問について，その功罪を わかったことを整理し，自分

含めて調べレポートする。 考えをまとめる。

＜見通し・工夫・解決への意欲＞ ・食品の成分表示や塩分計によ

③塩について ◎食品の塩分チェック るチェック。

＜調査方法の確立，実施＞ ・塩分の機能と過剰摂取が健康

◎塩分の働きを考える。 に与える影響を考察する。

◎食事の中の塩分量の計算と考察。 ・脂質の機能と過剰摂取が健康



④脂質について ◎脂質の働きを考える。 に与える影響を考察する。

・万歩計で一週間の運動量を測

⑤運動について ◎運動が体に及ぼす影響の考察 定し，運動が健康に及ぼす影

＜日常の運動と健康の関係に関 響を検討，考察する。

する実験と理解＞ ・薬の起源や薬の働きと，体のし

12 ⑥体のしくみと ◎体のしくみにあわせて薬はどのよう くみ（消化器官のしくみや消化

薬の働きにつ につくられているのか から排泄までの流れ，自然治癒

いて ・薬の起源や働き，体のしくみにつ 力）との関連について考察する。

いて理解する。 ・体の中で起こっていることを実

・実験を通して薬の溶け方や性質， 際に目に見える形で実験を行

形状の工夫について理解するとと う。

１ もに，体のしくみとの関連につい

て考える。

＜実験とデータの処理・分析＞ ・生活のリズム，運動，食事，休

⑦体温について ◎身体の「恒常性」維持の不思議を， 息などのライフスタイルによっ

（グループ研究）「体温」を通して考える。 て恒常性機能が左右される関係

・恒常性の維持（ホメオスタシス） を，体温測定を通して理解する。

について理解する。 ・自分を客観的に見たり，生活を

・体温調節の仕組みを理解し，恒常 見直したりしながら，自分との

性維持のための具体的な身体の働 関わりで学習する。

きを考える。 ・自己評価を次の学習活動に生か

・体温の変化の実際のデータを家庭 しながら学ぶことを習得する。

生活の中で収集する。 ・「～一人で考える・みんなで考

・一日の体温の変化。 える～」という協働学習の過程

・特定の活動前後の体温変化。 を通して，思考や考察がより多

・測定データを基に課題を設定し， 面的に複眼的になるようにリー

解決する道筋をさぐる ドする。

・体験と知識を結びつけ，今後の生

活への生かし方を考える。

＜課題の設定＞ ＜課題の解決＞

＜論理的な思考，総合的な判断＞

２ 課題発見を学ぶ ◎環境に関する課題を発見し，解決策

を探る。

・「身のまわりの環境（外的環境）」「生 ・グループで課題を設定する。

活と環境」「人間の体内環境（内的 ・課題解決に向けて実験やデータ

３ 環境）」のいずれかのテーマから課 の収集を行う。

題を設定し，課題解決に向けて取り ・実験やデータの分析から課題の

組む。 解決に向けて考察する。

・発表に向けて資料作成をおこなう。 ・グループで資料を作成する協働

学習の過程を通して思考や考察

を深める。

◎まとめと発表

・設定した課題と課題解決に向けた取 ・他グループの発表観察やディス

り組みをグループごとに発表する。 カッションを通して，多面的な

視点を獲得するとともに情報発

信力を向上させる。


